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　二十歳の門出を祝う平成 24
年御船町成人式が1月8日、カ
ルチャーセンターで開催された。
今年の新成人は、平成3年4月
から同 4 年 4 月生まれの232
人が対象。式には155人の主役
が出席した。
　式では、山本孝二町長が「自覚
を持ち、夢を抱き、社会に貢献で
きる人材として、活躍することを
期待します」とはなむけの言葉を
贈った。新成人代表は、誓いの言
葉、交通安全宣言、意見発表を述
べて、大人としての自覚を固く
誓った。
　式終了後、新成人実行委員会が
進行を務め、幼き日の姿をスライ
ド上映。中学校時代の恩師も会場
にかけつけ、再会と成長を喜び、
新たな一歩を踏み出していた。
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十歳の実感はありませんが、これ

からは今までと違う自分で生きて

いきたいと思います。今日は、かあ

ちゃんに感謝です。考え方が自分の理

想と合っているところを尊敬していま

す。生涯楽しめるような生き方をしま

す。20年後の自分は、楽しく、幸せ

に、生きていますか？

挙権などの出来る権利が増えます

ので、責任と自覚がでてきます。

尊敬する人は母。仕事と家事を両立で

きるところはすごいなって。みんなか

ら信頼される大人になりたいです。20

年後も、いきいきして、仕事、家庭、

趣味など、熱中できるものがあればい

いですね。

　日本は今、厳しい状況です。仕
事も無く迷っていると思います。
僕の大好きな「大空と大地の中
で」という歌の歌詞に「生きるこ
とがつらいとか　苦しいだとか言
う前に　野に育つ花ならば　力の
限り生きてやれ」とあります。北
風に飛ばされないように、頑張っ
てください。

　最後の七滝中卒業生として、中
学校が無くなり、君たちはすごく
寂しい思いをしたと思います。
久々にみんなの顔を見ることがで
きて、素晴らしく成長しましたね。
卒業のとき、タイムカプセルを埋
めました。七滝中跡に全員揃って
開けましょう。2027年1月3日
10時にタイムカプセルを。

　みんなと別れて、5年。君たちに
は、いろんなドラマがあった5年間
だと思います。みんなと別れると
き、こんな話をしました。「みん
なの根っ子は御船町にある。御船
町を離れ、武者修行している人
も、御船町に根っ子を置いて、大
きな花を咲かせ、実を結んでくだ
さい」って。成人おめでとう。

つ一つの言動に責任がとれる大人

になりたいです。感謝している人

は家族で、尊敬する人はお母さん。

忙しいのに、お弁当作りや送り迎え

をしてくれるから。今、目指してい

る社会福祉士で仕事に就けたら、今

の気持ちを忘れずに、ずっと仕事に

誇りを持ち続けていきたいです。

から、自己管理や周りとの付き合

いといった責任が重くなります。

自衛官として上を見つめていきたいで

す。親には感謝しています。特に、お

やじには。とても頼りになる存在で、

家族思いなところが好きです。自衛官

の試験を頑張って、乗りきって、負け

ずに頑張ります。
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（参考）新成人の住所は出身地で掲載しています

一二

選 今

誓いの言葉を述べる前永一興さん
（木倉・左）と何川美樹さん（御船・右）
誓いの言葉を述べる前永一興さん
（木倉・左）と何川美樹さん（御船・右）
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迎
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私
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。
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上田　秀至 さん
（滝尾・社会人）

御船中時代の恩師

渡辺  誠一 教諭

七滝中時代の恩師

農山  幸雄 教諭
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が
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。
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吉田　知華 さん
（滝川・大学生）
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迎
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色
々
迷

惑
を
か
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。

　

私
の
父
は
決
し
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弱
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吐
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当

本田　成一 さん
（七滝・大学生）

國武　智仁 さん（七滝・社会人）

濱本　茜 さん（御船・大学生）

満丸亜絵里 さん（辺田見・大学生）

田中　裕大 さん（上野・社会人）

御船中時代の恩師

赤城  孝幸 教諭
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